公 害 防 止 の 方 法

（高槻市環境政策課）
	
	ⓐ
	ⓑ
	ⓒ
	ⓐ　戸建て住宅　　　ⓑ　その他建物　　　ⓒ　工作物等

	作業内容
	○
	○
	-
	1.建設・解体等工事内容
①種別 □建設　　□解体　　□その他（　　　　　　　）
②構造 □木造　　□ＳＲＣ　□ＲＣ　　□Ｓ造　　□その他（　　　　　　）

③階高 □５階建以上
　　 □４階建以下

	
	-
	-
	○
	2.工作物等工事内容
　　□道路補修等　□地下配管工事等　　□その他（　　　　　　　　）

	
	-
	○
	○
	3.工事（形質変更）面積　　　　　　 m2

	公害防止・安全対策
	○
	4.低騒音・低振動型建設機械の使用

　　□全機種
　 □一部機種

	
	○
	○
	-
	5.敷地境界・建物周囲における対策
①対策 □防音塀　□パネル　□防音シート 　　　 □メッシュシート
②範囲 □周囲全て
　　　□民家側全て
　□民家側一部
③高さ 約          ｍ

	
	○
	6.動力源等の対策

　　□適正配置
　　□アイドリングストップ
　□防音カバー等

	
	○
	7.粉じん防止方法

　　□散水→上部より         本、地上より         本

　　□その他（ 　　　　　　　　　 ）

	アスベスト（解体・改造・補修時）
	○
· 工場、事業場の解体
· 延床300m2以上の建築物の解体
上記に該当する場合は、事前調査書面を提出してください
	8.アスベスト関係
①事前調査　　 □実施済  (　　 年　  月　　日)
□今後実施(　　 年　  月　　日)
□対象外→理由（    　　　　　  　　　　　　）➡ 9へ
②調査責任者  氏名 　　　　　　　　　 電話番号　　　(　　　　)　　　　
③アスベストの使用      □あり（使用面積：　　　　　　㎡）　□なし
④結果書面の作成と発注者への説明　　　□実施
　 □今後実施
⑤事前調査結果の掲示板の作成　　　　　□作成　　□今後作成
⑥電子システムでの報告  □実施済（申請番号　　　　　　　　　　）

□今後実施 　 □対象外
以下、⑥電子システムでの報告が「今後実施」・「対象外」の場合に記入

・調査方法
　□目視　　　□書面調査　　　□分析
・アスベストの種類（ありの場合のみ）

　□吹付け材　□断熱材、保温材、耐火被覆材

□成形板等（下地調整材含む）➡使用面積 　　　 　　 ㎡

□仕上塗材➡使用面積 　　　　  　 ㎡

	周知
	○
	9.周知の方法
　　□説明会　　　□各戸説明　　　□周知文配布　　　□立看板


＊設問内に複数の対策等がある場合は全てチェックして下さい。

延床面積 　　      ㎡








PAGE  

